







脱灰骨基質ゼラチン (B~G) の筋肉内移植後に骨組織形成に先行して BMG内に生じる石灰化は、
石灰化部位にアルカリフォスファターゼ活性がみられないこと、および形成の際に骨形成細胞や
基質小胞が観察されないことから、 AcellularMineral Deposition (AMD)と呼ばれている。し
かし、 AMDにはその形成機構を含め多くの不明な点が残されている。そこで本研究では、 BMPを
含む非コラーゲン性蛋白と AMDとの関連を解明すべく、 BMG内の非コラ ーゲン性蛋白を熱処理に




熱変性 BMGは、 Uristらの方法で作られた BMGに 1500Cで30分の熱処理を 2団施して作製した。
熱変性脱灰歯はラットの未蔚出下顎第一臼歯を脱灰し、 BMGと同じ熱処理を施 して作製した。架
橋コラ-ゲンでは、 Nirnniらの方法に従い、牛皮膚 type 1コラ ーゲンを O.15M NaCl含有 0.2%グ
ルタールアルデヒド - O.05Mリン酸緩衝液で 2週間架橋して作製した。この後、これらを 5週齢
















に、 A:.lDは BMPを含む非コラーゲン性蛋白とは無関係で、むしろ移植体の基質の架橋コラ -ゲン
に依存して物理化学的に生じている可能性が示唆された。また、熱変性脱灰歯での AMDと象牙質
の石灰化時に生じる象牙小球との形態的類似性より推測すると、 AMDが生体内での石灰化現象に
何らかの形で関わっている可能性も考えられた。







































































